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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 3 月 1 7 日 ( 2 0 2 3 . 3 . 1 7 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 0 0 9 6 8 7
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 5 3 5 0 1 4 ( P 2 0 2 2 - 5 3 5 0 1 4 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 2 / 0 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 1 2 / 0 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 1 0 5 ( 2 0 2 1 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 8 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 8 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 1 8 6 ( 2 0 2 1 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 1 8 4 ( 2 0 2 1 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 2 / 0 6 　 　 　 Ａ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 1 2 / 0 8 　 　 　 Ｋ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 1 0 5 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 8 6 　 　 　 Ｂ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 4 / 8 8 　 　 　 Ｋ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 1 8 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 1 8 4 　 　 　 Ｃ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 月 5 日 ( 2 0 2 3 . 1 . 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 金 属 空 気 電 池 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 外 装 体 は 、 第 １ 外 装 体 と 第 ２ 外 装 体 と を 有 し 、
　 前 記 撥 水 膜 は 、 第 １ 撥 水 膜 と 第 ２ 撥 水 膜 と を 有 し 、
　 前 記 正 極 は 、 第 １ 正 極 と 第 ２ 正 極 と を 有 し 、
　 前 記 第 １ 工 程 で は 、 前 記 第 １ 外 装 体 、 前 記 第 １ 撥 水 膜 、 お よ び 前 記 第 １ 正 極 を こ の 順 に  
積 層 し 、 前 記 第 ２ 外 装 体 、 前 記 第 ２ 撥 水 膜 、 お よ び 前 記 第 ２ 正 極 を こ の 順 に 積 層 し 、
　 前 記 溶 着 工 程 で は 、 前 記 第 １ 外 装 体 と 前 記 第 １ 撥 水 膜 と を 溶 着 す る 第 １ 溶 着 工 程 と 、 前  
記 第 ２ 外 装 体 と 前 記 第 ２ 撥 水 膜 と を 溶 着 す る 第 ２ 溶 着 工 程 と を 有 し 、
　 前 記 圧 着 工 程 で は 、 前 記 第 １ 撥 水 膜 と 前 記 第 １ 正 極 と を 圧 着 す る 第 １ 圧 着 工 程 と 、 前 記  
第 ２ 撥 水 膜 と 前 記 第 ２ 正 極 と を 圧 着 す る 第 ２ 圧 着 工 程 と を 有 し 、
　 前 記 第 １ 溶 着 工 程 で は 、 前 記 第 １ 外 装 体 と 前 記 第 １ 撥 水 膜 と が 重 な り 合 う 領 域 を 枠 状 に  
溶 着 し 、 第 ２ 溶 着 工 程 で は 、 前 記 第 ２ 外 装 体 と 前 記 第 ２ 撥 水 膜 と が 重 な り 合 う 領 域 を 枠 状  
に 溶 着 し 、
　 前 記 第 １ 工 程 の 後 、 前 記 開 口 部 形 成 工 程 で は 、 前 記 溶 着 工 程 で 形 成 し た 枠 状 の 溶 着 部 の  
内 側 に お い て 前 記 第 １ 外 装 体 お よ び 前 記 第 ２ 外 装 体 の そ れ ぞ れ の 一 部 を 除 去 し 、 前 記 第 １  
外 装 体 お よ び 前 記 第 ２ 外 装 体 に そ れ ぞ れ 第 １ 開 口 部 お よ び 第 ２ 開 口 部 設 け る 開 口 部 形 成 工  
程 を 含 み 、
　 さ ら に 前 記 封 止 工 程 で は 、 前 記 第 １ 外 装 体 と 前 記 第 ２ 外 装 体 を 封 止 す る こ と を 特 徴 と す  
る 金 属 空 気 電 池 の 製 造 方 法 。


	header
	written-amendment

